
課題解決に向けた自社の取組み： 若手・女性技術者育成計画
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・測量技術の基礎的な知識、測量機器の使用方法等を学ぶために社内研修会を実施
・資格取得希望者に対し、有資格者によるマンツーマン指導による勉強会を実施

STEP 1

STEP 2 ・測量業務に従事するための必須資格である測量士補資格取得（R4年8月取得済）

STEP 3 ・測量士指導の下、担当技術者として測量業務に従事する
・実際の現場での経験を通じて、技術やスキルを習得する

STEP 4 ・主任技術者として測量業務に従事するための必須資格である測量士資格取得

建設業界全体における次世代の担い手不足

令和4年8月に測量士補となった若手・女性技術者を対象に担当技術者としての実務経験を積むため、川
端地区において、路線測量を実施いたしました。
熟練の測量士から測量機器の操作方法や現地状況を踏まえた実施手順を教わり、実際に作業を行いまし
た。計測結果は設計業務の基幹となるため、ミスがないように時間をかけて一つ一つ丁寧に観測を行い
ました。

社内研修

若手・女性技術者育成のための研修

北上川下流狭隘地区測量調査業務（北上川下流河川事務所）

測量士補となった担当技術者に現場状況において変化する手法や技術を継承しつつ、測量成果の品質
を落とすことがないよう照査体制・バックアップ体制を強化し作業を行いました。
今後も様々な経験を重ね、技術者としての成長を促し、建設業界の担い手不足解消の一助となるよう、
社を挙げて取り組んでまいります。

近年わが国では激甚化する災害への対応や、地域インフラの継続的な維持管理が求められる
建設業において、若年就業者の減少が顕著にみられ、担い手確保は重要な課題となっており
ます。こうした情勢を踏まえ、弊社では建設業界の中長期的な発展の一助となるべく、若
手・女性技術者の育成及び確保に貢献するため、社内研修の実施や資格取得支援制度の制定
を行うなど、社内制度の充実を図っております。

STEP 3  : 担当技術者としての実務経験

今回は傾斜があり据付するのが難し
かったです。標尺を見つけるのに時間
がかかってしまいましたが、繰り返す
うちに見つけるのが早くなりました。

縦断測量

• 斜面に据付するときの留意点
• 往復観測における誤差の発生要因

主な研修内容

• 後視・前視が視通できる箇所に据付

横断測量

• 三脚の正しい据付方法
• TSの基本的な操作方法

主な研修内容

• 誤差を減らすため正しく据付すること

①研修 ②実施参考：｢東測協活動報告｣東北測量設計協会(R7.7月発行)

10年後には全体の約30%が引退する見込み

課題①

技術系社員の年齢構成(令和7年4月調査)

課題② 自
社
の
重
点
課
題

課題①:女性技術者の割合が少ない
課題②:若手技術者の育成が急務

建設業界全体の課題

課題①:若手・女性技術者の育成

自社の重点課題

川端

測量範囲（川端地区）

• 路線測量

測量範囲

北上川

測量範囲

岩之沢樋門

自動追尾型のTSの操作を初めて教えて
いただきました。まだまだ、一人で操
作するのは不安ですが、現場経験を積
み戦力となれるよう努めます。

①研修 ②実施
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